
（ 1）自連協だより「 ななかまど」令和７ 年１ 月１ 日  第181号

P1 … 会長挨拶 / 役員挨拶
P2-4 … 市長と の対話集会
P5 … 令和６ 年度自治会活動研修会を 開催し まし た / 自連協ホームページを
　 　 　 ご利用く ださ い
P6 … 北海道町内会連合会共済掛金の口座振替 / 次年度補助金申請準備について
P7 … 江別市貢献賞 / 住区会館を 利用し ませんか？
P8 … 自治会活動掲示板 / 編集後記

江別市自治会連絡協議会

会長　 村　 瀬　 　 　 脩

　 新年明けましておめでと う ございます。

　 皆様におかれまし ては、 ご家族お揃いで輝かし

い新春を迎えら れたこ と と 心よ り お慶び申し 上げ

ます。

　 江別市自治会連絡協議会が昨年計画し た年間行

事を全て進める こ と が出来まし たが、 こ れは会員

の皆様方の温かいご理解と ご協力の賜物であり 深

く 感謝申し上げます。

　 昨年は地震と 大雨の二度にわたり 能登地方を

襲った大き な災害、 さ ら に災害と いっても 過言で

ない程の記録的な猛暑が続き農作物に大きな被害

がでたり と 、 改めて自然の恐ろし さ を実感し たの

ではないでし ょ う か。 今一度、 災害時の対応を考

えたいも のです。

　 昨年は、 当協議会の事業

推進に格別のご協力を賜わ

り 厚く お礼申し上げます。

　 本年も自治会活動の向上

に役員一同一層の努力をし

て参り ますので、 ご指導・

ご協力をよろし く お願い申

し上げます。
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自連協ホームページはこ ちら！

　 江別市も 人口減少が始まってき ていますが、 一

方で市有地の利活用によ る住宅開発と 鉄道林跡地

への住宅開発が並行し て進行、 更に大型店舗の移

転事業等がスタ ート し ており 、 特に子育て世代の

江別市への移住と 地域の活性化に期待し たいと 思

います。

　 さ て、 江別市では「 第７ 次江別市総合計画」 が

スタ ート し 、 その中に自治会と し ての期待さ れる

役割も 取り 上げら れており 、「 幸せが未来へつづく

まち　 えべつ」 実現のため当協議会と し ても 行政

と の協働に更に努めてまいり たいと 考えますので、

皆様のご理解と ご協力をお願い申し上げます。

　 新年を迎え、 皆様の益々のご多幸と ご健勝をお

祈り 申し上げご挨拶と 致します。
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1 0 /3 1 　 大麻地区自治連合会連絡協議会

＜テーマ１ 　 空き 家対策について＞
要 望

　 空き 家が増え 放置さ れる と 、 地域の治安・ 景観・ 衛

生等、 多く の問題が発生する 。 空き 家対策が地域の活

気がよ みがえ る 新陳代謝のチャ ン スと 捉え れば、 空き

家問題は地域再開発の大き さ 資産である 。 こ の機会を

捉え、 空き 家対策を 更に進める こ と を 希望する 。

回 答

　 空き 家は、 全国的に増加し て いる 状況で あり 、 昨年

の「 空家等対策の推進に 関する 特別措置法」 の改正

で、 放置すれば特定空き 家等にな る 恐れのある 管理不

全空家等に対し て、 市町村から 指導・ 勧告が可能と な

り 、 よ り 一層の空き 家対策に取り 組んで いる と こ ろ で

ある 。 江別市内で は、利用目的がな い空き 家の割合は、

道内 3 5 市の中で も 一番低い状況で ある が、 空き 家が

流通に乗り 住み替えが進むよ う 、 住み替え を する 形の

中で、 江別市に住みたいと 思っ て も ら え る よ う 取り 組

んでいき たい。

＜テ ーマ２ 　 高齢者のための交通支援について＞
要 望

　 生活道路の再整備について、 道路工事後の占用工事

な ど で 路面のデコ ボコ が酷く 、 高齢者の歩行の際危険

で ある 。 改善し て ほし い。

　 日常の買い物、 通院、 趣味を 続ける ための手段と し

て 自動車はな く て はな ら な いも のである が、 高齢者は

免許証の返納を 度々求めら れる 。 自動車に代わる も の

と し て、 タ ク シ ー、 バス、 Ｊ Ｒ に利用でき る 「 敬老パ

ス」 の助成やコ ミ ュ ニテ ィ バス の導入に関し て 市の政

策について はど のよ う にな っ て いる か。 ま た、 運転免

許証返納への不安や不満の解消のための市の政策を 聞

き たい。

回 答

　 市道について は、 事前に埋設管工事など 計画がある

も のについて は、 それと 併せて 道路工事を 行っ て いる

と こ ろ で ある 。 ま た、部分的な 舗装修繕も 行っ て おり 、

今後も 改修に努めたい。

　 敬老パス のよ う な も のは現在実施がない。 厳し い財

政状況で あり 、 高齢者の方々への交通支援はど のよ う

な 方法がよ いのか今後も 検討し て いき たい。 コ ミ ュ ニ

テ ィ バス は、 路線バスを 補完する も のである ため、 路

線バスと 競合する 市街地で の実施は難し い。

　 運転免許証返納者に対し て は、 江別市と 協定し て い

る コ ープ さ っ ぽろ で は買い物し たも のを 自宅ま で 配送

し て く れる サービ ス がある 。 ほかにも 、 さ っ ぽろ 連携

中枢都市圏や北海道に お い て も 運転免許証返納者が

サービ ス を 受けら れる 制度がある が、 いずれも 協賛事

業者がま だ少な い状況で ある 。

　 自主返納の促進には、 返納し やすい環境の整備が重

要と 認識し て いる ため、 今後も 関係機関と 連携し 、 免

許返納のメ リ ッ ト を 周知する ほか、 高齢者運転免許自

主返納サポート 制度等の充実に取り 組んで いき たい。

＜テ ーマ 3 　 自動車事故を 減ら すための「 デイ ・
ラ イ ト 運動」 の展開＞

要 望

　 自動車事故を 減ら すための「 デイ ・ ラ イ ト 運動」 に

ついて、 実施する こ と を 提案する 。 啓発活動、 パン フ

レ ッ ト の配付、 のぼり や看板の設置等、 各種団体と 協

力し て展開する 必要がある が、 交通安全に取り 組む市

と し て イ メ ージ ア ッ プ の効果が期待で き る と 考え る 。

回 答

　 デイ ・ ラ イ ト 運動は、 日中から ラ イ ト を 点灯さ せる

こ と で他の運転者や歩行者に対し て 自動車の存在を 知

ら せて交通事故防止を 図る 運動で ある 。 こ う し た取組

は重要で あ り 、 歩行者も 夜間は蛍光反射材を 付け た

り 、 横断歩道で は渡る こ と を 意思表示する こ と が大切

で ある 。

　 今年から 、 北海道警察で 「 ハン ド サイ ン で ス ト ッ プ

運動」 を 始めた。 こ の運動は、 歩行者は横断歩道で 手

を 挙げる な ど の渡り たいと いう 意思表示を し 、 停止し

た運転者は、 歩行者に「 お先にど う ぞ」 と 手で 合図す

る も ので 、 交通安全の認識を 深める 運動で ある 。
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　 今後も 交通安全対策を 広めて いく ためのア イ デア が

あれば、 ご 提案いただき たい。

1 1 /7 　 江別地区自治会連絡協議会

＜テーマ　 江別駅周辺の「 まち づく り 」 と
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　「 活性化」 について＞

要 望

　 道の駅を 伴っ た江別駅舎及びその周辺の全面刷新に

よ る 、 江別駅のイ メ ージ ア ッ プ を 図り たい。

回 答

　 江別駅周辺の活性化は、 江別市にと っ て も 大き な 課

題である 。 江別小学校跡地に求めら れる 核と な る 施設

について、 商業施設の誘致や、 子育て 支援施設の設置

な ど に活用で き な いかを 含めて 検討し て いる 。 以前、

企画政策部で 江別小学校の跡地にど んな 施設が必要か

ア ン ケート を 取り 、 商業施設や量販店がある と 人のに

ぎ わいが増え る と の声があっ たこ と も 含め、 検討を 続

けていき たい。

　 道の駅の建設に つい て は、 約 2 万 4 ,0 0 0 ㎡の広さ

が必要で ある 。 建物や駐車場、 その他の施設を 合わせ

る と かな り 広さ がないと 、 道の駅の建設は難し いと 言

われて いる ため、 江別駅の場所にはな かな か作り にく

いと 考え て いる 。

　 第 2 次江別市観光振興計画（ 令和 6 年 3 月策定）

で は、「 野菜の駅」 や「 町村農場」、「 Ｅ Ｂ Ｒ Ｉ 」、「 江

別河川防災ス テ ーショ ン 」 等の今ある 施設を 活かし て

江別市を Ｐ Ｒ し て い く こ と を 記載し て い る 。 そ れら

を 道の駅のよ う な 施設と し て、 江別市を Ｐ Ｒ し て い

き たい。

　 ま た、 江別市かわま ち づく り 計画が進めら れて いる

中で、 堤防工事に伴う 、 旧岡田倉庫の移設を 予定し て

いる 。 移設後の旧岡田倉庫を 江別駅前の新たな 拠点と

し て、 現在利活用の方法を 検討し ている 。

要 望

　 日本ハムフ ァ イ タ ーズの 2 軍本拠地の誘致を し て

ほし い。

回 答

　 江別市から 球団に問い合わせはし て いる が、 現時点

では、何も 決ま っ ていないと の回答を いただいている 。

　 江別市と し て は、 企画政策部を 中心に他球団の事例

を 調べて いる 。 土地や財源の確保の課題はある が、 そ

のよ う な 施設がで き る と 江別市にと っ て も 魅力的な コ

ン テ ン ツ にな る と 考え る こ と から 、 誘致のためにど の

よ う な こ と がで き る かを 検討する 必要がある 。

1 1 /1 8 　 野幌地区自治会連絡協議会

＜テーマ 1 　 災害に強い街づく り について＞
要 望

　 大規模地震に 対する 現状の備え と 、 今後の災害予測

に基づく 対応方針等について 総論的な 説明を 聞き たい。

　「 防災あ んし んマ ッ プ 」 にお いて、 江別市で「 最大

震度」 を 予測し た被害想定に対し 、 住民が危機意識を

持て る よ う に周知や、 避難所の開設順位や備蓄品の配

備箇所の見直し を 検討し て ほし い。

　 ま た、 冬季は暖房機器が必要である が、 その備え は

いかがか。

回 答

　 災害対応で は、「 自助」「 共助」「 公助」 そ れぞれが

役割を 分担し ながら 理解し 合い、 協働によ っ て 実施す

る こ と が大切である 。

　 自助と し て、 食料や飲料水な ど の最低 3 日で き れ

ば 1 週間分の備蓄、 家族と の連絡方法の確認、 家具

の転倒防止対策な ど 、 役所で はでき な いこ と を やっ て

いただき たい。

　 市で は、 食料や飲料水、 ト イ レ 、 暖房機器な ど の備

蓄を 1 0 ヵ 年計画の中で 進めて おり 、 応急物資につい

て は、 2 0 を 超え る 団体ま た は企業と 協定を 締結し て

いる 。 災害時の情報伝達と し て、 防災情報提供サービ

ス や LIN E、 テ レ ビ のデジ タ ル放送等で 情報発信を し

て いる 。

　 避難所は、 震災で 自宅が全壊ま たは半壊な ど で生活

がで き な く な っ た方が避難する こ と を 想定し て おり 、

被害の規模や避難者数に応じ て、 開設順位に基づいて

段階的に開設する こ と と し て いる 。

　 被害規模に比べて 避難所の開設数が多いと 、 物資の

配給や市職員の配置な ど の分散、 小中学校の避難所使

用にあたっ て は授業再開の遅れなど のデメ リ ッ ト があ

る 。 甚大な 被害が発生し 、 避難者の殺到が予想さ れる

場合は、 例え ば、 開設順位の 1 位から 3 位ま で を 同

時に開設する など の対応を し て いき たい。

　 災害用備品は、 開設順位や施設の備蓄ス ペースな ど

を 考慮し な がら 、 順次計画的に配置を 進めて おり 、 野
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幌鉄南地区について も 、 東野幌体育館に限ら ず、 全小

中学校に配置し ている 。 さ ら に、 各施設管理者と 検討

を 重ねな がら 、 備蓄ス ペース の拡大、 備蓄品の充実を

図っ て いる と こ ろ で ある 。

　 冬季の備え は、暖房機器、それに必要な 発電機、ポー

タ ブ ル電源、 毛布、 ア ルミ マ ッ ト な ど の備蓄を 進めて

いる 。 ほかに、 断熱材や段ボールベッ ド の供給、 各種

暖房機器のレ ン タ ルな ど 、 関連企業と 協定を 締結し 準

備を し て いる 。

＜テーマ 2 　 交通費助成について＞
要 望

　 高齢者に対する 交通費の助成制度導入の検討し てほ

し い。 高齢者の外出の機会を 増やすこ と によ り 、 引き

こ も り 防止、 健康維持、 運転免許返納 の促進、 受診

控え の防止等の効果が期待で き る ので はな いか。

回 答

　 現状、 高齢で ある と いう こ と を 理由にし た交通費の

助成は行っ て いな い。 2 0 4 0 年ま で 高齢者の人口増加

が想定さ れて おり 、 現在江別市で実施し て いる 福祉除

雪サービ ス、 高齢者福祉サービ スの事業費が上がっ て

いく こ と が想定さ れる 。 こ の辺を 含めた中で 交通費は

ど う ある べき な のか、 総合的に考え て いかな ければな

ら な いこ と を 理解いただき たい。

　 運転免許証返納者に対し て は、 江別市と 協定し てい

る コ ープ さ っ ぽろ で は買い物し たも のを 自宅ま で 配送

し て く れる サービ ス がある 。 ほかにも 、 さ っ ぽろ 連携

中枢都市圏や北海道において 運転免許証返納者がサー

ビ ス を 受けら れる 制度がある が、 いずれも 協賛事業者

がま だ少な い状況で ある 。 免許を 返納し たと き に、 少

し で も 不自由のないよ う な 生活がで き る よ う に、 返納

し やすい環境の整備が重要と 認識し て いる 。 今後も 関

係機関と 連携し ていく 。

市から のお知ら せ

【 １ 】 デジタ ル政策の取組について
　 ス マ ート フ ォ ン の利用に不安のある 高齢者の方など

を 対象に、 ス マ ホ教室を 実施し ており 、 基本的な 使用

方法のほか、 家族や知人な ど と 連絡を 取り 合う ために

使う メ ールやＬ Ｉ Ｎ Ｅ のサービ ス について 説明を し て

いる 。 ス マ ート フ ォ ン の基本的な 操作を 学びたいと い

う 方がいれば、 ぜひご 利用いただき たい。

　 市で は平成 2 9 年、 健康都市宣言を 行い、 北海道情

報大学と 連携し て、 食と 健康の臨床試験等の健康に関

する 取り 組みを 進めてき た。令和 5 年 3 月から 、ス マ ー

ト フ ォ ン を 使っ て 健康管理な ど がで き る サービ ス を 提

供し て おり ス マ ート ウォ ッ チ（ e ウォ ッ チ） の無料貸

し 出し を 行っ て いる ので 、 ぜひご 利用いただき たい。

【 ２ 】 野幌若葉町市有地及び野幌松並町鉄道林跡地
　 　 　 における 開発について
　 令和 6 年 2 月 5 日に 魅力あ る ま ち づく り に 関する

連携協定を 締結し た江別市、 Ｊ Ｒ 北海道、 コ ープ さ っ

ぽろ の 3 者は、 1 0 月 1 6 日に開発の概要を 公表し た。

　 野幌若葉町市有地は、 積水化学工業株式会社を 土地

売買の契約候補者と し て 決定。 今後議会の議決を 経

て、 本契約を 締結し た後、 土地を 購入する 積水化学工

業株式会社が開発主体と な り 、 早け れば令和 7 年度

中の着工を 想定し て いる 。

　 野幌松並町の鉄道林跡地は、 Ｊ Ｒ 北海道が宅地造成

を 行い、 9 丁目通り を 挟んだ向かい側は、 コ ープ さ っ

ぽろ がス ーパーのほか、 物販店や、 飲食店、 放課後児

童ク ラ ブ を 設置する 開発工事を 施工中である 。

【 ３ 】 道路交通法の改正について
　 道路交通法の改正によ り 、 1 1 月 1 日から 自転車の

危険な運転に新し く 罰則が整備さ れた。 ス マ ート フ ォ

ン な ど を 手で 保持し て自転車に乗り な がら 通話する 行

為や画面を 注視する 行為な ど 運転中の「 な がら ス マ

ホ」 や、「 酒気帯び運転及び幇助」 が新たに禁止さ れ、

罰則が科せら れる 。 周り の方へも 周知願いたい。

【 ４ 】 水道料金・ 下水道使用料を ２ か月ごと の
　 　  請求に変更する こ と について
　 人口減少や節水型機器の普及によ る 水需要の減少や

物価高騰の影響な ど から 、 上下水道事業の経営は厳し

い状況で あり 、 各種収納手数料や納入通知書等の郵送

料な ど の経費を 節減し 、 現行料金を で き る だけ長く 維

持する ため、 現行、 毎月請求し て いる 水道料金、 下水

道使用料に つい て 、 令和 7 年 9 月の水道メ ータ ー検

針分から 2 ヶ 月ご と の請求に変更する 。

　 ま た、 令和 7 年 3 月のお 知ら せを も っ て、 水道料

金等口座振替済領収のお知ら せの発行を 休止する 。 な

お、 令和 7 年 9 月から は、 検針票に 直前の口座振替

結果が印字さ れる 。


